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人　口　１，７３６人（+１）

　令和　２年　6年17日

　　編集・発行

　新型コロナウイルスの影響により公民館を長い間閉館していましたが、やっと通常に近い状態
での開館ができるようになりました。しかし、新型コロナウイルスについては未だに油断ができな
い状態が続いています。公民館としても利用者の皆さんに安心して利用していただくために、今
回は公民館利用時の注意事項を皆さんに確認してもらえたらと思います。

注意事項
①体調不良時の利用はお控えください。
②公民館では必ずマスクの着用を徹底してください。
③アルコール消毒を必ず行ってください。
④３密（密閉・密集・密接）を避けるため必ず換気をしてください。
⑤ソーシャルディスタンス（社会的距離２ｍ以上）を守りましょう。
⑥利用後は使用したテーブルやイス、ドアノブの消毒をお願いします。
　　※消毒道具は事務所前に準備しています。
⑦事務所への入室はお控えください。すぐ隣の窓口にて対応いたします。

油断大敵！一緒に守っていきましょう！！

　九重町は近隣市町村で感染者が出ている中で感染者数０名を守り抜きました。これは、皆さん
が新型コロナウイルス対策を行った結果だと思います。しかし、外出自粛規制が緩和された今が
一番危険です。北九州や東京では感染者が増加し第２波ではないかと言われており、規制は緩
和されたままで九重町にも福岡・北九州ナンバーの車がどんどん来ています。今後は九重町でも
感染者が出る可能性が十分にあります。これまで以上に感染予防を徹底していただき、九重町
感染者０名を守り抜きましょう。

男　性　　　８７５人（+２）

女　性　　　８６１人（-１）

世帯数　　８０３世帯（+２）

　　飯田地区まちづくり協議会

　　飯田公民館

　　ＴＥＬ　０９７３－７９－２２５１

状況の変化に応じた行動を！！
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飯田地区まちづくり協議会 ・ 飯田公民館だより 



※※※※※※※※※※※※※※（ 飯田ふれあい交流センター ）※※※※※※※※※※※※ 

こんにちは 飯田まち協 

 

 です 
 

今年度の総会の決議事項は、すべて承認されました。 
 
 今年度の総会（書面決議）の結果について、

ご報告いたします。 

会員数５３名の内、５１名の方からご返信を

いただき、総会は成立いたしました。 

議事の結果は、第１号議案から第４号議案の

４議案とも、賛成：５１・反対：０で、賛成の

方が参加者（返信者）の過半数を超えており、

全てご承認いただけたもの（可決）とさせてい

ただきました。 

大変な状況のなか、書面による総会の決議に

ご協力をいただき、ありがとうございました。 

また、ご意見として、視察研修に初めて参加 

した。「独りぼっちをなくそう」「まずはやって 

みよう」「前へ進もう」。行動する大切さ、ポイ

ントを色々と教わりました。良い研修でした。 

教育文化部会での飯田歴史マップ作りをより

本格的に活動できるようにしたい。体育・健康

福祉部会で「メジロン体操」をしてはどうか。 

高齢者、子どもたちに寄り添い、楽しい飯田の

まちづくりに頑張ろう、等いただきました。 

 今後は、事業・活動の執行にあたりましては、

役員会や専門部会を開催し、進めていきたいと

思います。どうぞ、ご協力の程、よろしくお願

い申し上げます。 

青少年健全育成協議会＆人権・部落差別解消啓発推進協議会の「総会」も書面決議で 
 
 令和 2年度の飯田地区青少年健全育成協議会

と飯田地区人権・部落差別解消啓発推進協議会

の総会も、書面決議で行われました。 

青少年健全育成協議会では、 

■新型コロナの影響で飯田高原文化祭が中止

となり予算が未執行になったこと。■佐藤会計

監査の転出により筬嶋氏単独での監査になっ

たこと。■地蔵原地区の会費納入の件（学校区

単位の活動のため）。■規約の見直し等が審議

され、承認されました。 

今年度の主な事業は、★育成活動・支援事業

として、飯田高原お宝探検隊の事業や少年剣道

クラブ・ジュニアスキークラブ・飯田小体験的

支援・さぁくる飯田等の活動支援。★あいさつ

運動・見守り運動の推進として、登校時のあい

さつ運動・下校時の見守り運動、学校開放日を 

活用し、地域の学校や子どもの現状を知る取り

組み。★研修会の実施等が提案され、承認され

ました。 

 人権・部落差別解消啓発推進協議会では、 

■視察研修、人権講演会、飯田高原文化祭が新

型コロナ等の影響で中止となったため予算が

未執行となったこと。■法制度に基づき会の名

称を変更すること。■構成組織を増員するこ

と。■規約の見直し等が審議され、承認されま

した。 

 今年度の主な事業は、★解放学習会。★地区

学習会。★各団体学習会。★人権を考える講演

の夕べへの参加。★いのち・愛・人権フェステ

ィバルでの活動パネルの展示。★その他、小学

校人権標語活動等提案され、承認されました。 

 皆さんのご協力をよろしくお願いします。 

《 自分なりの“おうち時間” 》 
 
家族と夕食を共にする生活リズムになった

彼。毎晩の食卓では各人が「今日できたこと」

を報告し合うという。小学校の息子さんが「縄

跳びの二重跳びが連続１０回できた」と。そう

した一人一人の報告に、家族全員で「おめでと

う！」と祝福するのが恒例になった。彼は，「何

かをしてもらったことに『ありがとう』と感謝 

し、また、何かを達成したときに『おめでとう』

と喜び合う。誰かにこの二つの言葉を口にする

ことで、自分も頑張ろうと決意できる」と語る。 

どんな状況下でも、いや、環境に制限がある

からこそ、人間の底力が湧いてくるのではない

でしょうか。       （新聞記事より抜粋） 

大変な状況ですが、皆で頑張りましょう‼ 

 




